
都道府県労働局労働基準部長殿

基安計発0330第1号

平成23年3月 30日

厚生労働省労働基準局

安全衛生部計画課長

労働安全衛生規則等の一部を改正する省令の施行に伴う

黒枠帳票の取り扱いについて

労働安全衛生規則等の一部を改正する省令(平成 23年厚生労働省令第5号)

により改正された労働安全衛生規則(以下「安衛則」とし寸。)等の施行につい

ては、平成 23年2月4日付け基発 0204第 4号「労働安全衛生法施行令等の一

部を改正する政令及び労働安全衛生規則等の一部を改正する省令の施行につい

て」をもって指示されたところであるが、同通達の記の第2の (6) のイに記

載の「黒枠帳票J(別紙 1参照)については、下記のとおり取り扱うこととする

ので、遺漏のないようお願いする。

言己

1 黒枠帳票の入手等について

黒枠帳票については、平成 23年4月 1日以降、厚生労働省のホームページ

から印刷できるようになること。

このため、下記2の免許・免許証再交付・免許証書替・免許更新申請書(安

衛則様式第 12号) (以下「免許申請書」という。)を除き、平成 23年度以降

は、本省が黒枠帳票を印刷して都道府県労働局及び労働基準監督署に配付す

ることはしないので留意すること。

各局においては、事業者等から黒枠帳票の入手方法について問い合わせが

あった場合はもとより、各種指導等の機会を捉え、事業場等の関係者に対し、

この点について周知すること。

なお、事業場等の関係者が、厚生労働省のホームページから印刷すること

が困難であるため、紙に印刷した様式を希望した場合には、黒枠帳票を労働

基準行政システムの掲示板に掲載しておくので、適宜印刷の上、提供するこ

と(免許申請書を除く。下記2参照。)。



2 免許申請書について

免許申請書については、申請者の利便性も考え、従前同様に本省が印刷した

ものを都道府県労働局及び(財)安全衛生技術試験協会に西日布する予定である

が、他の様式と同様に厚生労働省のホームページから印刷することができるよ

うになること。

従来の免許申請書は、免許証に印刷する本人写真を取り外し可能な特殊な両

面テープ(様式に添付)で貼付して提出していただき、都道府県労働局のOC

1 R機器で読み取る際は、一旦写真を取り外して、読み取っているところであ

る。

厚生労働省のホームページから印刷した免許申請書(以下、「黒枠免許申請

書」という。)の場合も同様の取扱いが必要であることから、写真を申請書に

糊付けしないで提出(写真の裏側に氏名を明記いただく)していただくことと

するので、都道府県労働局においては、写真が貼り付けられていない状態でO

CIR機器による読み込みを行い、その後、免許申請書に写真を糊付けし、写

真読み取り用のOCIR機器による読み込みを行う必要があるので留意する

こと。また、この作業に当たっては、免許申請書と写真裏側の氏名に蹴断がな

いかの確認を徹底すること。

なお、厚生労働省のホームページにおいては、「写真を申請書に糊付けしな

いで提出すること」、「写真の裏側に氏名を明記すること」の二点について注書

きをイ寸けることとしている。

3 改正前OCR帳票の使用について

今回の改正は、厚生労働省のホームページから印刷したものを提出できる

よう、申請者の利便性の向上を目的として行ったものであり、様式の実質的

な内容の変更はない。

このため、既に各局に配付済みの改正前OCR帳票については、特定化学

物質健康診断結果報告書(特化則様式第3号)を除き、引き続き使用可能で

あるので、事業場等から要望があった場合には配付して差し支えないこと。

4 通達に基づく OCR帳票の取扱いについて

安衛則等に基づかず、通達に基づく報告様式等として配布している帳票(指

導勧奨による特殊健康診断結果報告書、死亡災害報告(イメージ情報))につ

いても、今回の省令改正に併せ、別紙2のとおり黒枠帳票化しているので留

意すること。

なお、通達に基づく報告様式等として配布している帳票のうち、死亡災害



報告(イメージ情報)については職員のみが使用することから、労働基準行

政システムの掲示板にのみ掲載し、厚生労働省のホームページには掲載しな

し、こととしていること。

5 その他

黒枠帳票をダウンロードし印刷する時には、印刷設定画面にて「ページ処

理」の項目のうち「ページの拡大/縮小」は「なし」を選択し印刷を行うこと。

別紙1

0総括安全衛生管理者・安全管理者・衛生管理者・産業医選任報告

0定期健康診断結果報告書(安衛則様式第6号)

O免許申請書(安衛則様式第 12号)

0所持免許申告欄(安衛則様式第 12号(別紙)) 

0有害物ばく露作業報告書(安衛則様式第 21号の7)

O労働者死傷病報告(安衛則様式第 23号)

(安衛則様式第3号)

0特定化学物質健康診断結果報告書(特化則様式第 3号)

0有機溶剤等健康診断結果報告書(有機則様式第 3号の 2)

O鉛健康診断結果報告書(鉛則様式第3号)

O四アノレキル鉛健康診断結果報告書(四鉛則様式第 3号)

O高気圧業務健康診断結果報告書(高圧則様式第2号)

0電離放射線健康診断結果報告書(電離則様式第2号)

O石綿健康診断結果報告書(石綿則様式第 3号)

Oじん肺健康管理実施状況報告(じん肺則様式第 8号)

別主~2

0指導勧奨による特殊健康診断結果報告書

O死亡災害報告(イメージ情報)



圃圃 様式第3号(第2条、第4条、第7条、第13条関係)
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様式第3号(第2条、第4条、第7条、第 13条関係)

備考 (裏面)
1 口口口で表示された枠(以下「記入枠」という。)に記

入する文字は、光学的文字・イメージ読取装置 (0C 1 R) 

で直接読み取りを行うので、この用紙は汚したり、穴をあ

けたり、必要以上に折り曲げたりしないこと。

2 記入すべき事項のなし側及び記入枠は、空欄のままとす

ること。

3 記入枠の部分は、必ず黒のボーノレベンを使用し、枠から

はみ出さないように大きめの漢字、カグカナ及びアラビア

数字で明瞭に記入すること。

なお、濁点及び半濁点は同ーの記入枠に「ガj rパj等

と記入すること。

4 二人以上の選任報告を行う場合に「総べージ」の欄は、

報告の総合計枚数を記入し、 「ページ」の欄は総枚数のう

ち当該用紙が何枚目かを記入すること。

なお、 2枚目以降は、 「事業場の名称」、「事業の種類J、

「事業場の所在地j、 I電話番号j、 I労働者数j、 f坑

内労働又は有害業務(労働基準法施行規則第 18条各号に

掲げる業務)に従事する労働者数」、 「坑内労働又は労働

基準法施行規則第 18条第1号、第3号から第5号まで若

しくは第9号に掲げる業務に従事する労働者数」及び「産

業医の場合は、労働安全衛生規則第 13条第1項第2号に

掲げる業務に従事する労働者数j の欄は、記入を要しない

こと。

5 事業の種類Jの欄は、総括安全衛生管理者の場合は労

働安全衛生法施行令第2条各号に掲げる業種を、安全管理

者の場合は同条第1号又は第2号に掲げる業種を、衛生管

理者又は産業医の場合は日本標準産業分類の中分類により

記入すること。

6 電話番号」の欄は、市外局番、市内局番及び番号をそ

れぞれ r-j (ダッシュ)で区切り記入すること。

別表

種 ~lj 

労働者の健康管理等を行うのに必要な医学に関する知
識についての研修であって厚生労働大臣の指定する者
(法人に限る。)が行うものを修了した者

産業医の養成等を行うことを目的とする医学の正規
の課程を設置している産業医科大学その他の大学で
あって厚生労働大臣が指定するものにおいて当該課
程を修めて卒業 Lた者であって、その大学が行う実
習を履修 Lたもの

労働衛生コンサルタントで試験区分が保健衛生であ
る者

コード

2 

ヨ

7 安全管理者文は衛生管理者の場合は担当すべき職務J

の欄は、安全管理者又は衛生管理者ごとに職務区分が分か

れている場合はその分担を記入すること。

8 総括安全衛生管理者文は安全管理者の場合は経歴の概

要」の欄は、総括安全衛生管理者文は安全管理者の資格に

関する学歴、職歴、勤務年数等を記入すること。

9 産業医の場合は医籍番号等」の種別は、 glJ表に掲げる

種別の区分に応じて該当コードを記入すること。

10 参考事項」の欄は、次のとおりとすること。

(1)初めて総括安全衛生管理者、安全管理者、衛生管理者

文は産業医を選任した場合は「新規選任」と記入するこ

と。

(2)安全管理者選任報告にあっては、労働安全衛生規則第

4条第1項第3号に規定する事業場である場合は I指定

事業場」と記入すること。

(3)産業医選任報告にあっては、産業医の専門科名及び開

業している場合はその旨を記入すること。

11 安全管理者選任報告の場合(労働安全衛生規則第 5条

第 2号に掲げる者を選任した場合を除く。)は、同条第

1号の研修その他所定の研修を修了した者であること又は

平成 18年 10月1日において安全管理者としての経験年

数が 2年以上であることを証する書面(又は写し)を、衛

生管理者選任報告の場合は、衛生管理者免許証の写し文は

資格を証する書面(文は写し)を、産業医選任報告の場合

は、医師免許証の写し及び別表コード 1から 7までのいず

れかに該当することを証明する書面(又は写し)を、添付

すること。

12 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することが

できること。

種 回l コード

大学において労働衛生に関する科目を担当する教
斗

授、准教授又は講師の職にあり又はあった者

労働安全衛生規則第 14条第 2項第 5号に規定
5 する者

平成 8年 10月 1日以前に厚生労働大臣が定め
る研修の受講を開始し、これを修了した者 6 

上のいずれにも該当しないが、平成 10年 9月
3 0日において産業涯と Lての経験年数が 3年 7 
以上である者



• 国

様式第6号(第52条関係)(表面)
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定期健康診断結果報告書

~ 

" 

" 

受付印 i

⑮¥  

日

事業者職氏名

労働基準監督署長殿

月年

圃



様式第6号(第52条関係)(裏面)

備考

1 口口口で表示された枠(以下「記入枠Jという.)に記入する文字は、光学的文字・イメージ

読取装置 (0C I R)で直接読み取りを行うので、この用紙は汚したり、穴をあけたり、必要

以上に折り曲げたりしないこと。

2 記入すべき事項のない欄及び記入枠は、空欄のままとすること。

3 記入枠の部分は、必ず黒のボーノレベンを使用し、枠からはみ出さないように大きめのアラピ

ア数字で明瞭に記入すること。

4 対象年」の欄は、報告対象とした健康診断の実施年を記入すること。

5 1年を通し順次健診を実施して、一定期間をまとめて報告する場合は、 「対象年Jの欄の(

月~ 月分)にその期間を記入すること。また、この場合の健診年月日は報告日に最も近い

健診年月日を記入すること。

6 対象年」の欄の(報告 回目)は、当該年の何回目の報告かを記入すること。

7 事業の種類」の欄は、日本標準産業分類の中分類によって記入すること。

8 健康診断実施機関の名称」及び「健康診断実施機関の所在地」の欄は、健康診断を実施し

た機関が 2以上あるときは、その各々について記入すること。

日 I在籍労働者数」及び「受診労働者数j の欄は、健診年月日現在の人数を記入すること。な

お、この場合の「在籍労働者数」は、常時使用する労働者数を記入すること。

10 (*)の欄は、健診年月日現在において、労働安全衛生規則第13条第 1項第2号に掲げる業

務に常時従事する労働者を記入することとし、 2以上の号別(イ~カ)に該当するものについ

ては、主として従事する業務の楠に記入すること。

II 所見のあった者の人数」の欄は、各健康診断項目の有所見者数の合計ではなく、「聴力検査

(オージオメーターによる検査)(1000Hz) Jから「心電図検査」までの健康診断項目のいずれ

かが有所見であった者の人数を記入すること。

12 医師の指示人数」の欄は、健康診断の結果、要医療、要精密検査等医師による指示のあっ

た者の数を記入すること。

13 産業医の氏名」の欄及び「事業者職氏名」の欄は、氏名を記載し、押印することに代えて

、署名することができること。
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様式第12号(第66条の3、第67条関係)• 中詰
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岡
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労働局長殿

月 日年平成



(2) 様式第12号(第66条由主第67条関係)

(血入印紙は、申請者において
摘印しないこと。}

収入印紙欄

I備考]

1 口口口で表示された枠(以下「記入枠J という。〉に記入する文字は、光学

的由耳女装置 (OCR)で直接読み取りを行うので、この用紙は汚したり、穴をあけ

たり、必要以上に折り幽げたり、のり付けしたりしないこと.

定

L
る

所
入
け

、
記
付

は
て
り

紙
全
は

印
を
に

入
項
後
と

収
事
た
こ

2 記載すべき事項のない欄又は記入枠は、空欄のままとし、事項を選択する場

合には該当事項をOで因むこと。

3 記入枠の部分は、必ず黒田ポーノレベンを苗用し、枠からはみ出さないように

大きめのカタカナ及びアラピア数字で明瞭に記較すること。

fパ」等と記入すること.

4 免許申請の場合は、 「申請者氏名」、 「生年月日 J:&び f住所Jの欄に記入

した事実を証する書面(以下 f本人確認証明書Jという。)並びに免許を受

ける責務を有することを託する書面を添付することロ

なお、濁点且び半濁点は聞 の記入枠に「ガ」

5 免許証再空付申請の場合は、酷失によるものにあっては本人確認証明書、揖

昔話によるものにあっては世前町免許証を樟付すること。

6 免許証書管申請の場合は、従前の免許証及び記載事項の異向を証する書面を

添付すること。

収入印紙は、所定

事項を全て記入し

た後にはり付ける

こと。

7 免許証更新申開の揚合は、世前の免許証且び免許の有効期限の更新を畳げる

資格を有することを証する書面を添付すること。

下記の免許面顕コード表を参照して記入すること。8 

下記の本籍地・住所地目交付局コードー置を参照して記入すること。

10 住所と免許証の送付先が同巴場合は rOJ、異なる場合は r1 Jを記入し、

送付先欄Ic送付先を記入すること。

9 

II 免許証の送付先が住所と異なる場合に記入すること。また、⑮送付先希望欄

に r1 Jが配入されていることを確認するこど。

12 当詰免許申請の外Ic旧様式免許証を所持する者は、 r 1 Jを記入し、下記の

免許彊額コード表を参照して、@白下の按当する免許欄をOで囲み、所持免

許申告欄(別紙)に記入すること。

(本籍地・住所地・交付局コード一覧)

北海道 ..01 栃木 Oq 石川 17 滋賀ー 25 岡山 33 佐賀ー斗 l
青森 ..02 群馬 ー 10 福 井 18 京都ー 26 広島 3斗 長崎ー斗2
岩手 ー 03 埼 玉ー 11 山梨ー Iq 大阪ー 27 山口 "35 熊本ー斗3
宮城 O斗 千葉 ー 12 長 野 20 兵 庫 n 徳島 ..36 大分ー斗斗

秋田 05 東 京 13 岐阜 ..21 奈良 2q 香 )11"'37 宮 崎 斗5
山形 06 神奈川 l斗 静岡 22 和歌山 30 愛媛 38 鹿児島叫6
福島 07 新 潟 15 愛知。23 鳥 取 31 高知 3q 沖縄斗7
茨城 08 富山 16 三 重 2ヰ 島根・ 32 福岡斗O 外国籍斗E

注1 取り扱うことのできる機械の酒類をクレーンに限定し、かつ、クレーンの種類を限定しないクレーンーデリック運転士免許をいうこと.

注2 取り扱うことのできるクレーンの種類を限定しないクレーシ還転士免許をいうこと. ，平成18年3~31 回以前)

注3 取り扱うことのできる機披の種類を床上運転式クレーンに限定したクレーンデリシク運転士免許をいうこと.

注4 取り扱うことのできるクレーンの種類を床上運転式クレーンに限定したクレーン選転士免許をいうニど. ，平成18年3Ji31日以前)

注5 取り扱うことのできる機械の種類を限定しないクレーン・デリック運転土免砕をいうこと。



• 犠式第12号(第66条の3、第67条関係) (別紙)

所

圃
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折
り
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げ
る
場
合
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神
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を
替
に
折
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曲
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る
こ
と

4 

-・

欄

国田帳票固種固別因 [のこ免の許申告証欄を確に認はの所う持え記し入てすいるる旧こ様と式。]

フリガナ (姓) (名)

氏 名

出;付局 免 許の種類 父予局
l日

(1) 
様 局

(4) 
局

式

免
(2) 

局
(5) 

局

許

~iE (3) 局
(6) 

局

①氏名(姓をカタカナで記入すること。) ②氏名(名をカタカナで記入すること。}

口口口口口口口口口口 口口口口口口口口口口

i記国囲内目白
③本籍地

口口
⑤免許¢種類 ⑥交付局 ⑦免許註の番号

昭和口口口口口口ω口口 口口 口口口口口口口
1ご旦笠jl-9些主f

⑨免許の種類 ⑮交付局 ⑪免許註の番号

昭和口口口口口口l日 ω口口 口口 口口口口口口口
1-9.1H;;t;f; h:::?些主f

様
⑬免許の種類 @受付局 ⑬免許iiEの番号

昭和口口口口口口式 ω口口 口口 口口口口口口口
，-，主主j'-'些王3

免 ⑪免許の種類 ⑬交付局 ⑮免許症の番号

昭和口口口口口口ω口口 口口 口口口口口口口
許 ，-，些'!0'ご些主f

@免許の種類 @交付局 @免許証の番号

昭和口口口口口口
E正

ω口口 口口 口口口口口口口
>-9主主jl..::!些 乙A

@免許の種類 @交付局 ⑫免許証の番号

昭和口口口口口口ω口口 口口 口口口口口口口
1.::2主旦j'-'些主3

職
@新免許証番号

口
員 独処理

記 口口口口口口口口口口口入
欄

£と
E司申許免持

.. 

.. 

.. 

【惜考1
1 本籍地、免許の種類コード及び交付局コードは、線式第12号 (2)の本籍地・住所地・受付局コード一覧及び免許

種類コード表を事照して記入すること。
2 濁点及び半濁点は周ーの記入枠lこ『ガJ rパ」等と記入すること. • 



• 有害物ばく露作業報告書国図固固因• 
口口/口口

労働保険番号 口口口口口口口口口口口口口口口口口口
事業場の名称

四望里到匪盟L宣笠-.Jl 基幹番号 11 校脅号 11被一指事奨揚番号| 郵便番号(

事業の種類 !労働者数| 事業場の所在地
人 電話

名称

ー口口口
. 

ぱく露作業報告対象物の名称 対象年
7吋口口口

¥ 
対象物等の ばく露作業の種類 対象物等の名称 年間製造・ 作業 l回当たりの 対象物等の 対象物等の 1日当たりの ばく露作業 発散抑制措置の状況
用途 取扱い量 製造・取扱い量 物理的性状 温度 作業時間 従事者数 (右に詰めて記入する。)

口口 口口付合は具体的lf 口 口 口 口 口 口 口口?の場合は具体的「

2 口口 口口 5?の場合は具体的if 口 口 口 口 口 口 口口?の場合は具体的;こ

3 口口 口口 5?の場合は具体的? 口 口 口 口 口 口 口口!の場合は具体的「

4 口口 口口 51の場合は具体的if 口 口 口 口 口 口 口口?の場合は具体的;こ

5 口口 口口?の場は 口 口 口 口 口 口 口口湖告は

6 口口 口口 51の場合は具体的lf 口 口 口 口 口 口 口口?の場合は具体的;こ

7 口口 口ロャ場合は具体的;= 口 口 口 口 口 口 口口?の掛は

8 口口 口口?の場合は具体的? 口 口 口 口 口 口 口口?の蜘は具 ) 

/¥  

{受付印;

¥ /  ノ
¥ ，〆

~~~~ 

日月年

⑪
 

事業者職氏名
労働基準監督署長殿

• 



格式第21号由7 (第95条の6関係) (裏面)

備考

1 記入上町注意

(1)口口口で表示された枠(以下「記入枠Jという。)に記入する文字は、光学的文字・イメージ読取装置 (OC1 R)で直接読み取りを行うので、この用紙は持し

たり、穴をあけたり、必要以上に折り曲げたりしないこと。

(2)記入すべき事項のなb明及。〈記入枠は、空欄のままとすること。

(3)記入枠の部分は、必ず黒白ボールペンを世用し、枠からはみ出さえEいように大きめのアラピア数字て明瞭に記入すること。

(4) r対象物等の用途」が9以上ある場合は、 2枚目を住用すること。この場合に「結Aージ」の欄には、報告の総合計枚数を記入し、 「ページ」の欄には、結枚数の

うち当該用紙が何枚目かを記入すること.

なお、 2枚目以降については、 「労働保障番号I、 「事業白面頬J、 「労働者数J. r事業場の名称j、 「事業者語の所在地J、 fばく露作業報告対象物の名持JlIt
vr対象年jの冊は、記入を要しないこと.

(5)氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができること。
2 入カ上の注意
(1)入力すべき事項のない欄及び記入枠は、空欄のままとすること。
(2)苗択肢が示されている場合は、選択肢の番号を選択すること。

3 事業の撞額Iの欄は、日本様準産業分類の中分類に応巳て記入し、又は入力すること.

4 ば〈露作業報告対象物の名称jの欄は報告を行う物(且下「ばく露作業報告対象物j という。)の名称を、 fコード」の欄は労働安全衛生損則第九十主条の六の

揖定に基づき厚生労働大臣が定める物等(平成18年厚生労働省告示第25号)に掲げる区分に応じて詰当コードを、それぞれ記入し、又は入力すること。

5 対象物等の用途Jの欄は、ぱ〈露作業報告対象物又はこれを含有する製剤その他の物(以下「ばく露作業銀告対象物等』という。}の用途ごとに、別表1に掲げる

区分に応巳て肱当コードを記入し、又は入力すること。

6 ばく露作業の倍額』の欄は、ばく露作業報告対象物等を製造し、又は取り担うことによりぱく露するおそれのある作業(以下『ばく露作業Je いう.)につい

て、別表2に掲げる区分Ic応巳て謀当コードを記入し、又は入力すること。ただし、コードが3帥通ら49までに掲げるほく，.作業の種類のいずれにも詰当しない場合は、

コード50に該当するものとし、具体的なば〈露作業の種類を記入し、瓦位入力するこ e.
7 対象物等の4¥酢』の欄は、ぱ〈露作業報告対象物等の名林を記入し、又は入力すること。

別表 1

コー?と

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

05 

09 

10 

II 

12 

なお、ばく露作業報告対象物を含有する製剤その他の物(以下 I対象物吉有製剤Iという。}の名称については、事業者が当詰対象物吉有製剤の用途、 般名等を 別表2

基に、 「めっき液J、 『ンンナーj、 「俵着剤」等と適当な名称を記入し、又は入力すること。

8 年間製造取担い量』の欄は、報告の対象年におけるばく蕗作業報告対象物の製造量又は取担い量について、次に掲げるもののうち該当するものを記入し、又は

入力すること。

なお、対象物音有製剤を製造し、ヱは取り担う場合におけるばく露作業報告対象物の製造量又は取担い量は、当該対象物吉有製剤ごとの製造量又は取担い量にばく

軍作業報告対象物の吉有率を飛己て算出すること。

(1. 5四kg来満 2. 50Qkg以上lt来満 3. lt以上101来満 4. 10t以上lOOt未満 5. 100t以上1曲 01来醐 6. lOOOt以上)

9 作業1回当たりの製造 取担い量jの欄は、作業l回当たりのばく露作業報告対象物の製造量又は取担い量について、固体にあっては質量を、甑体にあっては体積

を、気体にあっては当該物質が誼化する温度下における当該拘置の体積を、それぞれ算出し、次に掲げるもののうち該当するものを記入し、又は入力すること。

なお、対象物音有製剤lを製造し、又は取り担う場合におけるばく露作業報告対象物の作業1回当たりの製造量又は取担い量は、当詰対象物吉有製剤ごとの作業1回当

たりの製造量又は取担い量にばく露作業報告対象物の吉有率を乗じて算出すること。

おって、 T作業l回」とは、ほく儀作業を開始してから当該ぱく露作業を中断し、又は終了するまでの聞をいうこと。

(1. lkg来構文は11未満 2. lkg以上lt未描又は11以上lkl来満 3. 1 t以上又はlk1以上)

10 対象物等の物理的性状」の聞は、ばく露作業におけるばく露作業報告対象物等の物理的性状について、次に掲げるもののうち核当するものを記入し、又は入力す

ること。

(I ベレッド状の固体 2 桔晶又は油状の固体 3 微細・軽量パウダー状の固体 4鞭体榊給及び液状混合物を含む。気体}

11 対象物等の温度j の欄は、ば〈露作業時のばく認作業報告対象物等の温鹿について、止に掲げるもののうち帯当するものを記入し、又は入力すること。

(1 摂氏。度未満 Z 摂氏。度以上25度末摘 3 摂氏25度以上50.度未満 4 摂氏50度以上100度未満 5 摂氏100.度以上150度未満 6 摂民150度以上)

12 fl日当たりの作業時間」の欄は、当該ばく露作業に捉事していた全ての労働者の一人当たりの1日聞

コド

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

用 途

ばく蕗作業級告対象物の製造

ばく露作業報告対象物を含有する製剤Jその他の物の製造を目的とした原料

としての使用{コードIIに掲げるものを除く。)

製剤閣の室伏等を安定させ又は密化させることを目的とした、併蝶どし

て、文は安定剤、可盟剤‘痩化斉、難燃剤、乳化剤、可溶化剤、分散剤

加硫剤等の訴加剤としての使用

溶剤、希釈又は溶媒としての使用

洗浄を目的どした使用

表面処理又は悶錆をいを目的どした使用

顔料、染料、撞料又は印刷インキとしての使用

除草、殺菌、殺虫、防属、潔白、脱臭、剥離等を闘的とした使用

試薬としての使用

接着を目的とした使用

建材の製造を目的とした原料としての使用

その他

ばく露作提の種類

印刷の作業

掻き絡し、剥敵又は回収の作業

乾燥の作業

計量、配合、注入、投入又は小分けの作業

サンプリング、分析‘試験又"研究の作業

充填又は袋諦めの作業

消看季、滅菌又は煉〈ゐ書誌の作業

成型、加工又は発抱の作業

情婦又は廃禁物処理の作業

接着の作業

染色の作業

洗浄、払拭、盟演又は脱脂の作業

吹付け塗主義以外の塗装又は量布の作業

鋳造、複敵又は漏出しの作業

破砕、粉砕又はふるい分けの作業

はんだf寸けの作業

吹付けの作業

保守、長検、分解組立又は修理の作業

めっき等の表面処理の作業

ろ過、混合、撹aω枠"、混線又は加熱の作業

その他



• • 労働者死傷病報告
様式第23号{第97条関係) (表面)

• 

保 t 高の工に るr;人の伽か，し』目、元請人の 』‘母を記入ることJ 事業の種類

国日回回目 口口口口口口口口口口口口口口口口口口
u!丑E邑」国主J LJl.韮ー~I 基盤重量 Jl 佳蒔号 1I 匙世担計 | 

の 、 調書に って1工事名を併記の乙ど.) 

カ口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口ナ

漢

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口字

工

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口事

名

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
職謀 議の 口口口口口口口口口口口口口口口白白白 口口口口口口口
事業場の所在地 構建是内安下楽請の事場業合のは場元合方事は親業場事業の揚名称の名称 慨古事長年期間白白

電話
24 」

口口口一口口口口 口口口口口人 7吋口口口口口口口口口口口
ド の氏 (姓との同はl文字空けるこ。) 生三E月日 f宝 ~IJ

カ口口口口口口口口口口口口口口 iii口口口口口口口()歳 口口ナ

字漢口口口口口口口口口口口
職種

経験 口口口百l
期間

年月

休 見込期間又は死亡日時(死亡の場合は茂死吉亡百欄に0) 傷病名 面病部位 日 災地の場所

窓口口出口|白 時

月週目

災害発生状況及び原因

①どのような場所で@どのような作業をしているときに@どのような物又は環境に@どのような
不安全な又は有害な訳憶があって⑤どのような挽寄が発生したかを詳細に記入すること.

ーーーーーーーーーーーーーーーー---------ーーーーーーーーーーーーーー-------ーーーーーーーーーー同--ーーーーーーーーーー戸----------・ーーーー

ーーーーーーーーーーーーー---ー"・---------------------ーーー・ーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーー・ーーーーーーーーー

骨骨骨骨ーーーーーー---ーーーーーーー戸ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーー-------ーーーーーーーーーーーーーー

ーーーーーー----ゅーーーーーーーーーーーーーーーーーー-----ーーーー骨ーーーーーーーーーーー---暢ーーーーーー

ーーーーー曹司崎---------------------ーーーーーーーーーーーーー骨--------------------園、"ーーーーー---------------

ーーーーーーーーーーー-------------ーーー------------ーーーーーーーーーーーーーーーーーー-----------ー却特，ーーーーーーー

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー戸ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー----ーーーーーーーーーーーーーーー---ーーーーーーーーーーーーー品

ーーーーーーーーー--帯"ーー"ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー----------------.・--ーーーーー

ーーーーーーー----------------------ーーーーー尋---ーーーーー-----------------骨"ー・ーーーーー戸ーー--------ーーーーー

ーーーーーーーーーー----ー炉停・ー-----------ーーーーーーーー----ーー併ーーーーーーーーーーーーーーーーーー-----------ーーーーーー

--------ーーーーーーーーーーーー戸ーーーーーーーーーーーーーー.ー句ーーーーーー.ーーーーーーーーーー------ーーーーーーーーーーー'ーーー

報告書作成者

職氏名

年 月 日

事業者職氏名

労働基準監督署長殿

略図(発生時の状況を図ホすること。)

id口口日間日日日早qロ口口日口中口口欄口口口口;;;当日口

⑮ 

/¥  

l 受付印 ! 

¥/  
¥、---



様式第23号(第97条関係) (裏面)

備考

1 口口口で表示された枠(以下「記入枠Jという。)に記入する文字は、光学的文字・イメージ読取

装置 (OC1 R) で直接読み取りを行うので、この用紙は汚したり、穴をあけたり、必要以上に折り曲
げたりしないことロ

2 記入すべき事項のない欄、記入枠及び職員記入欄は、空欄のままとすること。

3 記入枠の部分は、必ず黒のボーノレペンを使用し、枠からはみ出さないように大きめの漢字、カタ

カナ及びアラビア数字で明瞭に記入すること。

なお、濁点及び半濁点は同一の記入枠に「ガJ rパ」等と記入すること。

4 r性別」、 「休業見込」及び「死亡」の欄は、該当する項目にO印を付すこと o

5 r事業場の名称」の欄の漢字が記入枠に書ききれない場合は、下段に続けて記入すること。

6 派遣労働者が被災した場合、派遣先及び派遣元の事業者は、 「提出事業者の区分」の欄の該当する

項目にO印を付した上、それぞれ所轄労働基準監督署長に提出すること。

7 r経験期間j の欄は、当該職種について 1年以上経験がある場合にはその経験年数を記入し、 1年

未満の場合にはその月数を記入し、該当する項目にO印を付すこと。

8 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができること。
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1司唱"月宮司，~ ，月宇"司τ伊ミtPJ'" 、~~，

|回目白回目回目白回目特定化学物質健康診断結果報告書
/ 

労園保
①|都道府県|所掌|管轄 l 基 幹 番号i枝番号|櫨括事業場番号|

国回国回国 口口口口口口口口口口口口口口口口口口蹟番号

手出品主口3目 口1ご笠口圭f 健診年月日 吾也行問主口3先号口1コ笠口主f口ロ些口主7口2些口圭f
対象牢

(月~月分)(報告回目) 第二次健康診断 年 月 日

事業の種類 事業場の名称

事業場の所在地 郵便番号(
電話(

健康診断実施 在 籍機関の名称
及び所在地 労働者数 人

特定化学物質 特定化学物質業務コード 特定化学物質業務コード 特定化学物質業務コード
業務の種別

@口口口 ⑤口口口 ⑤口口口
具体的業務内容 具体的業務内容 具体的業務内容

項 目

従事労働者数
①口口口口人 ③口口口口人 ⑨口口口口人

受診労働者数 ⑩口口口白人 ⑪口口口口人 ⑫口口口口人

上記のうち第二政健康診断
人 人 人を要するとされた者の教

第二次健康診断受診者数 人 人 人

上記のうち有所見者数
⑬口口口口入 ⑬口口口口人 ⑬口口口口人

疾病にかかっている ⑮口口口白人 ⑫口口口口人 ⑬口口口白人
と診断された者の数

!官@占師記@自キー 産
氏名 @ 

! /受〆J一付一~印、、、¥
3 修正 1-9 業
9 取消 所属医療機闘の

医 名称及び所在地

様準字体圃

" 

~ 

⑫ 

事業者職氏名日

労働基準監督署長殿
月年

• 



様式第3号(第41条関係) (裏面)

備考
6 対象年j の欄の〈報告 回目)は 当該年の何回目の報告かを記入すること.
7 事築の種類Jの婦は 日本標箪産業分類の中分類によって記入すること.

1 ロロロで表示された枠{以下 r"入栂j という. )に記入する文字lま、光学的
文字続取装置 (OCR) で直僚候み敬りを行うので この用紙は汚したり、穴を
あげたり、必要以上に折り幽げたりしないこと。

8 健康診断実施機関の名称及び所在地Jの欄は.健康診断を実施した機関が 2
以上あるときは、その各々について記入すること.

9 在籍労働者数J ，従事労働者数j 及び『受診労働者数』の柵は 健診年月
日現在の人数を把入すること.なお、この場合 「在籍労働者敬」は常時使用す
る労働者数を、 「従事労働者数j は別表に掲げる特定化学物質業務に常時従事す
る労働者数をそれぞれ犯入すること.

2 寵鎗すべき事項のない欄又は記入枠iま 空欄のままとすること.
3 記入枠の部分は、必ず黒のポールペンを使用し 様式右上に毘鍵された『標識
字体j にならって、枠からはみ出さないように大きめのアラピア数字で明腺に毘
磁すること. 10 特定化学物質業務の種別j の柵は Z引委を参照して、核当コードを会て毘入

し‘ ( )内には具体的業務内容を記入すること。なお、核当コードをE入枠に
記入しきれない場合には.報告書を複数佼使用し 2枚目以降の報告書について
は 該当コード及び具体的業務内容並びに該当コ ドごとの従事労働者数等の項
目のほか『労働保険番号I 、 『健診年月日』及び『事業場の名称』の綱を把スす
ること.

4 対象年!の柵は、報告対象とした健康診断の実施年を配入すること.
5 1俸を過し順次健診を実施して、 定期間をまとめて報告する揚合は、 [対象
年」の欄の( 月~ 月分}にその期聞を毘入するとと.また、この場合の健診
年月日は報告自に最も近い鎗珍年月日を記入するこど.

別表
II 産業医の氏名J の柵及び「事業者職氏名 j の綱は 氏名を詑践し、押印する
c>に代えて、署名することができること

コード 特定化学物質 業 務 の 内 容 コード 特定化学物質業務の内容 コード 特定化学物質業務の内容

使黄用すりんマッチを世験研究のため製造し、又は アルキルホ銀化合物(アルキル基がメチル基
水銀及びその無機化合物(硫化U水銀を徐<，)

001 
る業務 (これらの物をその草量の 1%を超えて含有す

又はエチル基であるものに限る。) (これをそ 222 
る製剤その他の物を宮む.)を製造し、又は取203 

の重量の 1%を超えて含有する製剤その也の物 り扱つ業務
ベンジジン及びその塩{これらの物をその草 を含む固)を製造し、又は取り扱う業務

002 量の 1%を越えて含有するり製扱膏う業そ務の他の物を含 トリレンジイソシ7ネ ト tこれをそめ重量

む.)を製造し又は取 223 の1%を超えて含有する製剤その他の物を含む.)
20" 削除 を製造し、文は取り扱う業務

4-7ミノジフェール及びその塩{これらの ニッケルカルポール(二れをその重量の 1%
物をその重量の 1%を超えて含の有たすめ製る製造剤しそ、の

エチレンイミン(これをその重量の 1%を超
22ヰ を超えて含有する製剤Jその他の物を含む. )を003 

他の物を含む。}を試験研究 fこ 、又 205 えて含有する製剤その他の物を含む.)を製造
製造し又は取り扱う業務

は使用する業務 し、又は取り扱う業務

ニトログリコール{これをその重量の 1%を

4-;..トロジフエニル及びその塩(これらの 塩化ピエル{これをその重量の 1%を超えて 225 超えて含有する製剤その他の物を含む.)を製

物をその重量の 1%を超えて含有する製剤Jその 206 含有する製剤その他の物を含む.)を製造し、 造し又は取り扱う業務

00" 他の物を含む.)を試験研究のため製造し、又 又は取り扱う業務
パラージメチルアミノアゾベンゼン(これを

は使用する業務
226 その重量の 1%を超えて含有する製剤その他の

塩素{これをその重量の 1%を超えて含有す
物を含む.)を製造し、又は取り扱う業務

ピス{クロロメチJレ)エーテル{これをその 207 る製扱剤うそ業の務他の物を含む.1を製造し、主!立政

005 重量の 1%を超えて含有する製剤その他の物を
りう

パラーニトロクロルベンゼン(これをその重
含む.)を製造し、又は取り扱う難務 227 量の5%を超えて含有する製剤その他の物を含

オーラミン(これをその重量の 1%を超えて む.)を製造し、又は取り扱う業務

ベーターすフチルアミン及びその塩{これら 208 含有する製剤その他の物を含む白)を製造する

の物をその重量の 1%を超えて含有する製剤そ
事業場において製造し、文は取り扱う業務

ふ嗣勺ヒ水棄にれをその重量の5%を超えて含
006 の他の物を含む.)を製造し、又は取旬扱う業 228 有する製剤その他の物を含む。)を製造し、主

務 オルトーフタロジェトリル(これをその重量 は取り扱う業務

209 の1%を超えて含有する製剤その他の物を含む。)

ベンゼンを含有するゴムのりで、その含有す を製造し、文は取り扱う業務 ベータープロピオラクトン{二れをその重量

007 
るベンゼンの容量が当該ゴムのりの溶剤{希釈 229 の1%を超えて含有する製剤その他の物を含む.)

剤を含製造む。し)の 5%を超えるものを試験研究の カ戸ミウム及びその化合物{これらの物をそ を製造し、又は取り扱う業務

ため 、又は使用する業務 210 の重量の 1%を超えて含有する製剤その他の物

を含む.)を製造し、又は取り扱フ業務 ベンゼン{これをその重量の 1%を超えて含

230 有する製剤その他の物を含む。)を製造し、又

008 削除
クロム酸及びその塩(こ九らの物をその重量

は取り扱う業務

21 1 の 1%を超えて含有する製剤その他の物を含 ベンタクロルフエノール{別名 pcp)及び
む.)を製造し、又は取り扱う業務

231 
そのナト目 。ム塩(これらの物をその重量の1

00守 削除 %を超えて含有する製剤その他の物を含む。)

クロロメチルメチルエーテル{これをその重 を製造し、又は取り扱ヲ業務

ジクロルペンジチン及びその塩(二れらの物
212 量の 1%を超えて含有する製剤その他の物を含

む.)を製造し‘又は殺り扱う業務 マゼンタ(これをその重量の 1%を超えて含
101 をその重量の 1%を超えて含有する製剤その他 232 有する製剤その他の物を含む.)を製造する事

の物を含む.)を製造し、又は取り扱う業務

宜えし酸て‘化含又有パはすナ取ジウム (これをその草量の 1%を
業場において製造し、又は取り晶う業務

アルファーすフチルアミン及びその塩{これ
213 超 る製剤その他の物を含む。)を製

マンガン及びその化合物(塩基性酸化マンガ迭し、又 りを及う業務

102 
らの物をその重量の 1%を超えて含有する製剤

233 ンを除て含く。有)す (これらの物をその重量の 1%を
その他の物を含む。)を製造し、又は取り扱う 超え る製;\1，月の他~物を含む. )を製

業務 コールタール{これをその重量の 5%を超え 迭し、又は取り扱う緩務
21ヰ て含有する製剤その他の物を含む.)を製造し、

塩素化ピフエ;，レ (gリ名 PCS) (これをそ
又は取り扱う業務

1;1化メチルにれをその草量の 1%を趨えて

103 の重量の 1%を超えて含有する製剤その他の物 23斗 倉有する製剤その他の物を含む。)を製造し、

を含む.)を製造し、又は取り扱う業務
215 削除

又は取り扱う業務

オルトートリジン及びその塩(これらの物を 硫化水素{これをその重量の 1%を超えて含

10" その草量の 1%を超えて含有する製剤lその他の シアン化カリウム(これをその重量の 5%を 235 有する製剤その他の物を含む.)を製造し、又

物を含む.)を製造し、又は取り扱う業務 216 超えて含有する製煎その他の物を含む.)を製
は取り扱う業務

造し、又は取り扱う業務
硫酸ジメチル{これをその重量の 1%を超え

ジアェシチン及びその塩(二れらの物をその
236 て含有する製剤その他の物を含む。)を製造

105 重量の 1%を超えて含有する製剤その他の物を シアン化水素{これをその重量の 1%を超え
し文は取り扱つ業務

含む.)を製造し、又は取り扱う実務 217 て含有する製剤その他の物を含む固}を製造

し、又は取り畠う業務 =ツケル化合物(:::;yケルカルボエルを除

ベリ Fウム及びその化合物[これらの物をそ 237 
き.粉状の物に限る.) (これをその重量の

の重量の 1%を超えて含有する製日剤ウその他の物 シアン化ナトリウム(これをその重量の 5% 1%を超えて含有する製剤その他の物を含

106 を含む。合金にあっては、ベリ ムをその重 218 を超えて含有する製剤その他の物を吉む. )を む.)を製造し、又は取り扱う業務

量の 3%を超えて含有するものに限る。)を製 製造し、又は取り扱う業務

最索及ひ'その化合物(アルシン及び量化ガリ造し、又は取り扱う業務

3' 3'ージクロロー4-4' ジアミノデフエ 238 
ウムを除く。) (これらの物をその草量の 1%

を超えて含有する製扱剤う業そ務の他の物を含む.)を
ベンゾト Hタロ!ir: (これをその重量の0.5% 219 

;，レメタン{二れをその重量の 1%を超えて含 製造し、又は取り扱う

107 を超えて含有する製剤その他の物を含む.)を 有する製剤その他の物を含む.)を製造し、又

製造し文は取り扱う業務 は取り扱う業務
酷化プロピレン t二れをその重量の 1%を超

アク日ノレアミド(これをその重量の 1%を超 臭化メチル{これをその重量の 1%を超えて 239 造防え規てし含則、有又第すは2取条る製のり剤扱2第そう携の1務他号及の{特びも定第の化を2含学号物むに喧.掲}障げ害をる製予も

201 えて含有する製剤lその他の物を含む匂)を製造 220 含有する製剤その他の物を含む.)を製造し、

し、又は取り扱う業務 又は取り扱う誕務 のを除く。)

アタリロニトリル(これをその草含量むーの 1%を 草クロム酷及びその塩(これらの物をその重 1・1ージメチルヒドラジン(これをその重

202 超えて含有する製剤その他の物を )を製 221 量の 1%を超えて含有する製剤Jその他の物を宮 2"0 量の 1%を超えて含文有はす取る製剤その他の物を含
造し、又は取り扱う業務 む。)を製造し、又は取り扱う業務 む.)を製造し、文は り扱う業務



圃

様

• 

• 有機溶剤等健康診断結果報告書
標準字体

t第3号の2(第30条の3関係)(表面) 回目白回目白回目回目
ヨ回国固因 ペジ 総べ}ジ

口/口
労働保

口口口口口口口口口口口口口口口口口口
在籍労

険番号 働者数 人
直圭亙~~到し里竪--.J I 基幹番号 11 夜番号 1I被一指事着陸揚番号|

事業場 事業の
の名称 種類

事業場の 郵便番号(

所在地
電話

元号 会享 苅号 年 月 目

対象年 7守口口口{月~月分)(報告回目)
健診年月日 7?口口口口口口口

健康診断実施
機関の名称
健康診断実施 受診労働者数 口口口口入機関の所在地
有機溶剤 有機溶剤業務コード 具体的業務内容 従事労働者数
業務名 口口口口口口

実施者数 有所見者数 実施者数
他覚

口口口口人口口口口人
肝機能

口口口口人所見 検査
腎じゐ機能

口口口口入 口口口口
眼底

口口口口λ検査 検査
貧血

口口口口入口口口口人
神経内科

口口口口検査 学的検査
有機溶剤 有白白ド検白コド

口口口代
の名称等

司t実施者数 口口口口入 口口口口人
物

口口口白人 口口口白人l の
分

口口口口人 口口口口人検 2 

査
布

3 口口口口人 口口口白人

産 氏名
業所属医療機関の
医 名称及び所在地

年 月 日

事業者職氏名
労働基準監督署長殿

有所見者数

口口口口人

口口口口

口口口口λ

口口口

口口口口人

口口口口人

口口口口人

口口口白人

口口口白人
作業条件の

口口口口調査人数
所のの人見み数のを(あ除他っ党く，た所者) 見

口口口口人医師の
口口口口指示人数

@ 

口口口

口口口口人

口口口口人

口口口口人

口口口口人 | 

@ 

/ ¥  〆、、

i 受付 印 l 

¥"  
J 

/' 



格式第3号由 2 (第30条の3関係) (裏面)

備考

l 口口口で表示された枠(以下I記入枠Jという.)10記入する文字は、光学的文字

読取聾置 (OCR)で直接読み取りを行うので、この用揖は持したり、穴をあけ

たり、必要以上に折り幽げたりしないこと。

2 記載すべき事項のない欄又は記入枠は、空欄のままとすること。

3 記入枠の部分は、必ず黒のボールペンを佐用し、様式右上に記載された「標準

字体J10ならって、枠からはみ出さないように大きめのアラピア鞍字で明瞭に記

載すること。

4 対象年」の欄は、報告対象とした憧康診断白書施年を記入すること.

5 年を通し順次健診を実腐して、一定期間をまとめて報告する場合は、 「対象

年Jの欄の( 月~ 月分)にその期聞を記入すること.また、この場合の健診

年R日は報告臼に最も近b骨診年月日を記入すること。

6 対象年』の欄の(報告回目)は、当詰年の何回目の報告かを記入すること。

7 事業の種類」の欄は、日本標準産業分類の中分額によって記入すること。

8 健廉診断実施機関の名称Jlkび r睡康診断実路櫨闘の所在地」の閣は、瞳康

器断を実施した揖関が 2以上あるときは、その各々について記入すること.

9 在籍労働者数」、 I従事労曲者数j及び f畳器労働者数jの欄は、瞳器年月

日現在の人数を記入すること。なお、この揖合、 「在籍労働者数Iは常時佳用す

る労曲者数を、 『従事労働者数Jは別表1に掲げる有梯溶剤業曹に常時従事する

労働者数をそれぞれ記入すること。

別表 1

コド 有構溶剤業務の内容

10 有機溶剤業務名」の欄は、別表 lを参閉して、核当=ードを全て記入し、

( )内には具体的業車内容を記載すること。

11 轄揖能検査Jには、毘中の蓋自の有無の検査の結果を宮むこと。

12 代謝物の検査Jの欄の有瞳躍剤の名称等は、別表2を参照して、それぞれ

該当する全ての有揖措剤コード及び検査内容コードを記入すること.また、 「

代謝物の検査1の欄の分布は、 WI表2を参照して、該当者数を記入すること.

13 有崩草剤業務名」且び f代謝物の検査Jの欄について記入枠に記入しきれ

ない場合については、報告書を裡数枚信用し、 2枚目以降の報告書については、

記入しきれ必いコ}ド及び具体的業務内容のほか「労働保険番号」、 「憧語年月

日I及び「事業場の名称Jの酬を記入すること.

14 所見のあった者の人数j の欄は、各健康器断項目の有所見者数の合計では

なく、憧康器断項目のいずれかが有所見であった者の人数を記入すること。た

だし、也覚所見のみの者は吉まないこと。

15 医師の指示人数Jの欄は、健康器断の結果、要医療、要精密検査等匡師に

よる指示のあった者の数を記入すること。

16 産業匡の氏名jの欄及び[事業者職氏名Jの欄は、氏名を記載し、押印す

ることに代えて、署名することができることロ

拍車'"ん

01 有機溶剤等を製造する工程における有樺溶剤等のろ温、混合、置枠、加熱又は容器若しくは段輔への注入の業務

02 染料、匡薬品、農業、化学描雄、合成樹脂、有樺顔料、泊暗、香料、甘、後味F料f}z、火薬、写真薬品、ゴム若しくは可塑剤又は

これらのものの中間体を製造する工程における有瞳溶剤等のろ温、混合 は加黙の業萌

03 有揖溶剤古有物を用いて行う印刷の業務

O~ 有機溶剤吉有物を用いて行う文字の書込み又は描画の楽器

05 有機溶剤等を用いて行うつや出し、防水その他物の面の加工の業務

06 接着のためにする有機溶剤等の撞布の業務

07 接着のために有権溶剤等を輩布された物の接着の業務

08 有機溶剤等を用いて行う洗浄(コード 12に掲げる業務に該当する洗浄の業務を陪<. )又は払拭の業務

Oq 有機溶剤官有物を用いて行う量装の業高(コード 12に掲げる業務に該当する撞装の業轄を陣く。)

10 有機溶剤等が付着している物の乾燥の業高

11 有機溶剤l等を用いて行う試験又は研究の業務

12 有臨溶剤等を入れたことのあるタンク{有揖溶剤の蒸気の発散するおそれがないものを除く.)の内部におりる業務

別表2

有膳溶剤 検査内容 分 布

コード
有機龍剤の名称

コード
検査内容 単位

1 2 3 

11 キシレン 毘中のメチル馬尿酸 ，;. 0.5以下 0.5姐 1.5以下 1.5超

30 N'N-ジメチルホルムアミド 原中のN-メチルホルムアミド 皿，;. 10以下 10超 40以下 40超

31 スチレン 尿中のマンデル醒 ，;， 0.3以下 0.3超 l以下 1超

ヨヨ テトラタロルエチレン 尿中のトリクロル酢醍 国;. 3以下 3誼 10以下 10趨

2 尿中の館三塩化物 国/。 3以下 3超 10以下 10超

35 1 '1'1-トリクロノレエタン 庫中のトりクロノレ酢融 皿，;. 3以下 3超 10以下 10.超

2 原中の総三塩化物 血，;. 10以下 10超 40以下 40畠

36 トリク~!レエチレン 尿中のトリクロル酢酷 皿;， 30以下 30超 100以下 100超

2 尿中の総三塩化抽 国/皐 100弘下 100超 3曲以下 3田昌

ヨ7 トルエン 毘中の馬尿酸 ，;. 1以下 1超 2.5以下 2.5超

ヨq ノル~!レヘキサン 尿中の2・5ーへキサンジオン 回;. 2以下 2超 5以下 5鐙



• 
|回目回目白目囚目回目

ペジ 総ページ

口/口
労働保 口口口口口口口口口口口口口口日口口口 在籍労

険番号 働者数
人

事業場 事業の

の名称 種類

郵便番号(

事業場の

所在地
電話

7?口口口(月~月分)(報告回目}

元 月 目

対象年 健診年月日 7 :ザ口口口口口口口
健康診断実施

機関の名称

健康診断実施
受診労働者数 口口口白人機関の所在地

鉛業務コ ド 具体的業務内容 従事労働者数

鉛業務名 口口 口口 口口 口口口口人|
実施者数 有所見者数

他覚 口口口口人 口口口口人 作業条件の調査人数 口口口口人所見

貧血 口口口口人 口口口口人 所見のあった者の人数 口口口白人検査 (他覚所見のみを除<0)

神経内科 口口口口人 口口口口人 医師の指示人数 口口口口人学的検査

血液中の鉛の量 尿中のデルタアミノレプリン酸の量 赤血球中のプロトポルフィリンの量 | 

実施者数 口口口口人 口口口口人 口口口口人
1 口口口白人 口口口口人 口口口白人

分

2 口口口口人 口口口口人 口口口口人
布

3 口口口白人 口口口口人 口口口口人
産 氏名 ⑮ 

業
所名称属及医療び機所在聞の地医

鉛健康診断結果報告書
面表鵬
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織式 第 3号(if;55粂関係)(裏面〉
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読

口

字文

1
 

あけたη 必要以上に締り曲げた勺しないこと。

2 記載すべき事項のなレ咽又は記入枠は窓欄のままとすること。

3 記入枠の部壮j立、必ず黒のポーノレペンを使用し、犠式右上に恒載された『場

準字体Jにならって、枠からはみ出さないように大きめのアラピア数字で明瞭

に記載することa

4 対象年Jの欄:立、報告対象とした健康診断の実施年を記入すること.

5 年を過し順次健診を実施して、一定捌問をまkめて報告する場合は、 f対

象年』の欄の(月~月分)にその新聞を記入すること。また、この場合の

健診年月日は報告白に最も也い健診年J司Hを記入すること.

6 対会年』の欄の(報告 回目)は、当核年の何回目の報告かを記入すること.

7 事業の種類Jの欄li、日本標準産業分類の中分類によって程入するニと.

8 健康診断実絡機関の名称」及び I健康診断実縮機閏の所在地j の欄ば、健

康診断を実施した機関が2以上あるkきは、その各々について記入する二と.

9 在籍労働者数J、 『従事労働者数I及び「畳診労働者数』の欄は、健診年

別表 1

月日現在の人数を記入すること.なお この場合、 I在籍労働者数Jは常時使

用する労働者数を、 『従事労働者数Jは別表lに掲げる鉛業務に常時従事する

労働者数をそれぞれ記入すること。

10 曲総務名Jの欄は別表 Eを参照して、該当ロードを全で記入し ( ) 

内には具体的業務内容を記載するこど.なお、該当コードを記入枠に位入しき

れない場合には、報告書を複数枚使用し、 2枚目以降の報告書については、該

当コード及び具体的業務内容のほか f労働保険番号J、 『健診年月日J&び「

事業場の名称Jの欄を記入すること.

II 分布j の欄中 f血液中の鈴の量」、 「尿中のデルタアミノレプリン酸の量

j且び『赤血球中のプロトポルフィヲンの量Jについては、別表2を参照して

、それそれ該当者数を記入すること。

12 所見のあった者の人数』の欄は、各健康診断項目の有所見者数の合計では

なし健康診断項目のいずれかが有所見であった者の人数を位入すること句た

だし、他党所見のみの者は含まないこと。

13 医師畑指示人数Jの欄は 健康診断の結果、要医療、要精密検査等医師に

よる指示のあった者の数を記入すること.

14 産業医の氏名Jの欄及び f事業者職氏名』の欄は氏名を記載し押印す

ることに代えて、署名することができること.

コド 鉛業務の内容 コド 曲業務の内容

鉛の製練又は精錬を行う工程における焔焼、焼結、溶鉱又は鉛等若しく
断鉛、室ライ長エちングを施して、行又ヂは晶fあS沿ち塗に科限をる塗。布)した物の破砕、溶接、溶断切

は焼結鉱等の取り扱いの損務(崎又は鉛合金を溶融するかま、るつぼ等の容 08 {加熱し 。 、加熱、圧延又は含鉛量料の

01 量の合計が印リ yトノレを超えない作業場における450度以下の温度による鉛 かき落しの業務

ヱは鉛合金の溶融又は鋳造の業務を除く回コード02から07まで、 12&

び 16において同じ。) 04 鉛装置の内部における業務

10 鉛装置の破砕、溶接、溶断又は切断の業務(コード04に掲げる業務を除く.l
師又は亜鉛の製錬文は精鋭を行う工程における溶鉱(鉛を3パーセント

02 
以上含有する原料を取り払うものに限る。)、当骸溶鉱に連続して行う転 11 転写紙を製造する工程における鉛等の粉まさ又は粉払いの業務

炉による溶融又は煙灰若しくは電解スライム{掴又はE鉛の製鯨又は精錬

を行う工程において生ずるものに限る。)の取担いの業務
紬ゆf薬ム若しくは合成樹脂の製品 倉鉛誼料又は鈴化合物を含有する絵具、

12 、農薬、ガラス、接着剤等を製造する工程における鉛等の溶融、鋳込、

鉛蓄電池又は鉛蓄電池の部品を製造し、修理し、又は解体する工程にお
粉砕、混合若しくはふるい分けJ(li被鉛若しくは~I鉛の業務

03 
いて鉛等の溶融、鋳造、粉砕、混合、ふるい分け也練粉、充填、乾燥、加

工、組立て、溶接、溶断、切断若しくは運搬をし、文は粉状の鉛等をホッ
13 

自然換気が不十分な湯所におけるはんだ付けの業務(臨時に行う業務を

パー、容器等に入れ、砦Lくはこれらから取り出す業務 除く。コード'"から 16までにおいて同じ。)

電線又はケーブルを製造する工程における鉛の溶融、後鉛、~.鉛又は彼 I~ 
鈴化合物を含有する取を品、て行う識別当該d拾を行った物の燐

O~ 
鉛した電線若しくはケープルの加硫若しくは加工の業務 成の業務

鉛合金を製造し、又は鉛若しくは曲合金の製品(鉛蓄電池及び鉛蓄電抽 鉛化合物を含有する絵具を用いて行う陸付け又は当該絵付けを行った物

の部品を除く。)を製造し、修理し、若しくは解体する工程における鉛若 15 
の焼成の業務(箸若しくはスタンプによる桂付け又は局所排気装置若しく

05 
しくは鉛合金の溶融、鋳造、溶接、溶断、切断若しくは加工又は鉛伏削鋼 は排気筒が設けられている焼成釜による焼成の摸務で、厚生労働省令で定

を製造する工程における鉛の鋳込の業務 めるものを除く。)

鉛化合物(酸化鈴、水酷化鉛その他の厚生労働大臣が指定する物に限る以
16 

溶融した鉛を用いて行フ金属の焼入れ若しくは焼戻し又は当核焼入れ若

下この表において同めじ。のA提A枠製、造する工程において鉛等の師、輔、粉 しくは焼戻しをした金属のサンドパスの業務

06 砕、混合、室崎のた ふるい分け、か焼、焼成、乾損若Lくは運

摘をし、又は粉状の鉛等をホッパ一、容器等に入れ、若しくはこれらから 17 動力を用いて印刷する工程における活字の文選、被字又は解躍の業務

取り出す業務
コード01から08まで主は tOから t7までに掲げる義務を行う作業場

18 
07 鉛ライニングの業務{仕上げの業務を吉む。) 所における清婦の裟務

別表 2

分 布
検査内容 単 位

2 3 l 

血液中の鉛の量 tJg/lOOm!! 20以下 20超 40以下 40超

尿中のデルタアミノレプFン酷の量 w&!e 5)".:t下 5超 10以下 10超

iIf.血球中のプロトポルフィリンの量 t4t/lOOm!!赤血球 100以下 100超 2回以下 250趨



• 四アルキル鉛健康診断結果報告書

回目回目回目回目回目|
ベジ 総ペジ

口/口
労働保 口口口口口口口口口口口口口口口口口口 在籍労 人
険番号 働者数

事業場 事業の
の名称 種類

郵便番号(
事業場の

所在地
電話

元号 年 冗号 年 月 日

対象年 7:?口口口(月~月分)(報告回目) 健診年月日 7?口口口口口口口
健康診断実施

機関の名称

健康診断実施

機関の所在地

「〈??業四務アルコーキルド鉛等 口口
四アノレキル鉛等

口口
四アノレキノレ鉛等

口口業務コード 業務コード
具体的業務内容 具体的業務内容 具体的業務内容

従事労働晴数 口口口白人 口口口口人 口口口白人
受診労働者数 口口口白人 口口口口人 口口口白人

四アノレキノレ鉛
四アノレキノレ鉛等業務へ

口口口口人 口口口口人 口口口口人の就業を禁止された者
等による有所

見者数 その他 口口口口人 口口口口人 口口口口人
実施者数 有所見者数 実施者数 有所見者数 実施者数 有所見者数

検 神経症状又は精神症状 人 人 人 人 人 人
査
項 血 圧 人 人 人 人 人 人
目

血 貧 血期j 人 人 人 人 人 人
内 液 好塩基点赤血球数
訳 人 人 人 人 人 人

尿 コプロポルフィリン 人 人 人 人 人 人

産 氏 名 ⑮ 
業
医 所名属称及医療び機所関在地の

困回国回目

• 

ノ

¥

印

ノ
付

一

品
Z

¥

/

¥

 /

¥

 

⑮ 

日

事業者職氏名

労働基準監督署長殿

月年

• 



様式第3号(第24条関係) (裏面)

備考

1 口口口で表示された枠(以下 f記入枠Jという。)に記入する文字は、光学的
文字読取装置(OCR)で置接読み取りを行うので、この用紙は汚したり、穴をあ
けたり、必要以上に折り曲げたりしないこと.

2 記載すべき事項のなb、欄又は記入枠は、空欄のままとすること.
3 記入枠の部分は、必ず黒のボールペンを皆用し、機式右上に記載された f標準
字体j¥こならって、枠からはみ出さないように大きめのアラピア数字で明瞭ヒ記
輯すること。

4 対象年」の欄は、報告対象とした瞳康静断の実施年を記入すること.
5 年を通し順次憧診を実施して、一定期聞をまとめて報告する場合は、 「対象
年jの欄の( 月 ~ 月分)にその期聞を記λすること.また、この場合の睡診年
月日は報告日に長も近い健診年月日を記入すること。

6 対象年」の柵の(報告回目)は、当世年の伺回目の報告かを記入すること。
7 事業の種額』の慨は、日本標準産業分類の中分額によって記入すること.
8 蝿康器断実施機関の名祢JlJt..rJ r憧康静断実結構関白所在地Iの欄は、憧康
診断を実惜した機関が2以上あるときは、その各々について記入すること。

~Ij表

9 在籍労曲者数I、 「従事労働者数』及び「畳器労働者数」の欄は、睡診年月日
現在の人数を記入すること。なお、この場合、 『在籍労働者数jは常時佐用する
労働者数を、 「従事労働者数」は別表に掲げる四アノレキル鉛等業務に常時従事す
る労働者数をそれぞれ記入すること。

10 r四アルキル錯等業務の種別』の欄は、別表を参照して、該当コードを全て記入
し、 ( )内には具体的業車内容を記較すること。なお、該当コードを記入枠に
記入しきれない場合には、報告書を檀韓枚使用し、 2枚目以降の報告書について
は、詰当コード及び具体的業務内容並びに肱当コ]ドごとの従事労曲者数等の項
目のほか「労働保険番号J、 「睡診年月日jh¥.び「事業場の名称jの欄を記入する
こと。

11 r四アルキル鉛等による有所見者数』の欄の回アノレキル鉛等業務への就業を禁止
された者は、四アルキノレ鉛中毒予防現則第26条の規定により四アルキル鉛等業務
に従事させてはならない労働者の離を記入すること。

12 産業医の氏名Jの冊及び「事業者職氏名」の欄は、氏名を記載し、押印する
ことに代えて、署名することができること。

コード 四アノレキノレ鉛等業務の内容

01 
四アノレキノレ鉛(四メチル鉛、四エチノレ鉛、 メチノレ・三エチノレ鉛、ニメチノレ・ニェチノレ鉛及び三メチノレ・ーエチノレ鉛並びにこれら

を含有するアンチノック剤をいう。以下閉じ。)を製造する業務(四アノレキノレ鉛が生成する工程以後の工程に係るものに限る。)

02 四アノレキノレ鉛をガソリンに混入する業務(四アノレキノレ鉛をストレージタンクに注入する業務を含む。)

03 
コード01又は02に掲げる業務に用いる機械又は装置の修理、改造、分解、解体、破壊又は移動を行う業務(コードO斗に掲げる

業務に該当するものを除く。)

0斗
回アノレキノレ鉛及び加鉛ガソロン(四アノレキノレ鉛を吉有するガソリ J をいう。)(以下「四アノレキノレ鉛等Iという。)によりその内部

が汚染されており、又は汚染されているおそれのあるタンクその他の設備の内部における業務

05 四アノレキノレ鉛等を吉有する残さい物(廃液を吉む。)を取り扱う業務

。ら 四アノレキノレ鉛が入っているドラム缶その他の容器を取り扱う業務

07 回アノレキノレ鉛を用いて研究を行う業務

0& 
四アノレキノレ鉛等により汚染されており、又は汚染されているおそれのある物又は場所の汚染を除去する業務(コード02)1.はO斗に

掲げる業務に該当するものを除く。)



• 
高気圧業務健康診断結果報告書

圃

回目白回目白回目回目

面表

鵬回
条-へ，
J
-

伯
同
凶

…
町
内
凶

盟
関
口

225国自由回目即日ロPE四日日誌
事業場 事業の
の名称 種類

郵便番号

事業場の

所在地 電話

対象年 7ザ口口口 t 月~月分) (報告回目} 健診年月日 7守口口口口口口口
健康診断実施
機 関 の 名 称

健康診断実施 精密健康診断 年月 日
機関の所在地

「ぐ竺竺高田一
従事労働者数 日口口口人 口口口白人
受診労働者数 日口口口人 口口口白人

上記のうち精密鑓康診断を要するとされた者の数 人 人

精密健康診断実施者数 人 人

口口口白人 口口口口人
る有所見者数 その他 口口口白人 口口口白人

実施者数 有所見者数 実施者数 有所見者数

検査 自覚症状又は他覚症状 人 人 人 人
項骨関節 人 人 人 人
目聴 器 人人人人
別内循環器 人 人 人 人
訳呼吸器 人 人 人 人

尿 人 人人人
産氏 名 @ 
業
医 所名属称及医疲び機所在関地の

/、

¥ 

i受付印 j

⑮ 

日

事業者職氏名

労働基準監管署長殿

月年

圃



様式第2号(第40条関係) (裏面)

備考

1 口口口で表示された枠{以下 I記入枠j という.)に記入する文字は、先学

的文字詰取装置 (OCR)で直接強み取りを行うので、この用紙は汚したり、

穴をあけたり、必要以上に折り幽げたりしないこと。

2 記輯すべき事項のなU崎商又は記入枠は、空調のままとすること。

3 記入枠の師分は、必ず黒のボールペンを控用し、様式古上に記験された「標

準字体JIこならって、枠からはみ出さないように大きめのアラピア数字で明

瞭に記載すること.

4 対象年」の閣は、報告対象とした睡康診断の実緒年を記入すること.

5 年を通し領次健診を実施して、一定期間をまとめて報告する場合は、 「対

象年Iの欄の( 月~ 月分)にその期聞を記入すること。また、この場合の

障静年月日は報告日に最も近い憧診年月日を記入すること。

6 対象年jの欄の(報告回目}は、当核年の何回目の報告かを記入するこ

と固

別表

コード

かん

7 事業の種類」の欄は、日本標準産業分額の中分額によって記入すること。

8 健康器断実施挫関の名称Jlk.び「憧鹿診断書結構閣の所在地」の欄は、憧

康器断を実施した樺閣が2以上あるときは、その各々について記入すること。

9 在籍労働者数j、 f世若手労働者数j及び f圭診労勘者数Jの柵は、睡器年

月日現在の人数を記入すること。なお、この場合、 [在籍労働者数」は常時慣

用する労働者数を、 『従事労働者数」は別表に掲げる高気圧衆車に常時従事す

る労働者数をそれぞれ記入すること.

10 商気圧業轄の種別jの欄は、別表を参照して、世当コ)ドを全て記入し、

( )内には具体的業曹内容を記載すること。

11 高気臣業務による有所見者数jの欄の高気圧業革への就業を禁止された者

は、高気臣作業安全衛生規則第41条の規定により高気圧業務に従事させてはな

らない労働者の数を記入すること。

12 産業匿の氏名Jの欄及び「事業者職氏名Jの欄は、氏名を記載し、押印す

ることに代えて、署名するこkができること。

高気圧業務町内容

10 商臣室内作業(措商工法その他の圧気工法により、大気圧を超える気圧下の作業室主はγヤフトの内部において行う作業に限る.)に保る業務

20 潜水器を用い、かっ、空気圧縮瞳若しくは手押しポンプによる送気又はボンべからの桔気を畳けて、水中において行う業務



• |回目白回目白回目回目
様式第2号(第58条関係) (表面)

電離放射線健康診断結果報告書

圃

帳票 図回国回目 労働保

口口口口口口口口口口口口口口口口口口種目1) 険番号

対 元号 年 元喜多 隼 貝 目

象
7 平成 口口口 月~月分) (報告回目} 健診年月日 7 平成 口口口口口口口

年 し盟主」 i二主主且劃 し生主」 と自旦主封土盟且記と盟且封

事業の種類 事業場の名称

郵便番号(

障業場の所在地

電話

健康診断実施

機関の名称 在籍労働者数 人

及び所在地

男 女 言十

従事労働者数

口口口口
続

線源コード 根源コード 組現=ード

海、 口口 口口 口口人 人 の
男 女 計

種有所見者数

口口口口
具体的内容

(受配診入所す見るの内訳l立裏面に
類

こと。} 人 人
による区分 眼の の による匡分 の による匡

男 人|女| 人 男 人 男 人|立| 人
5ミヲ 45ミリ 1 5 0ミ

1 
シーベル シ一円ル リシーベ

ト以下の
言十 口口口口人

ト以下町
計 口口口口人

ノレト以下
計 口口口口人受 者 者 の者

5ミリ 人|女| 45ミリ 150ミ 人|女!診 シーベル 男 シーベノレ 男 リνーベ 男
卜を超え

人
ドを超え 人

Jレトを超
人

2 20ミP

口口口口人
150ミ

口口口口人
え500

口口口口人シーベル 計
yvーベ

計 ミリシー
計労 ト以下町 ルト以下 ベルト以

者 の者 下の者

20ミリ 人!女| 人|女|働 シーベル 男 男
500ミ

男人150ミ 人 人
ドを超え

リシーベ リシーベ
3 50ミリ

口口口口
ルトを超

口口口口 ノレトを超 口口口口者
シーベル 計 える者 計 計
ト以下の える者

者

数 男 人|女l 一¥下¥--------50ミリ 人
4 

v-"、ノレ

ト ー¥
卜を超え 口口口口る者 計

⑪ 名氏産
業
医口/口 所属医療機関の

名称及び所在地

〆'¥、

i 受付印 ! 

¥ーノ吋，
、 ¥、〆

@ 

事業者氏名年

圃

日

労働基準監督署長殿

月



様式第2号(第58条関係)(裏面)

受診所見の内訳

項 目

男

白血球数

女

男

白血球百分宰

主

男

赤血球数

女

男

血色素量

女

備考

実錨者数 有所見者数

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

1 口口口で表示された枠(以下『詑入枠Jという0)に官官入する文字は、光学的文

字際取装億 (OCR)で宜緩読み取りを行うので、この用紙は汚したり、穴をあけ

たり必要以上に折り幽げたりしないこと。

2 詑践すべき事項のない欄又は寵入枠は、空欄のままとすること.

3 記入枠の部分は 必ず黒のポールベンを使用し、様式右上に記載された「標準字

体Jにならつτ、枠からはみ出さないように大きめのアラピア数字で明瞭伝記載す

ること四

4 対象年j の欄は 報告対象とした健康診断の実施年を記入すること.

5 年を過し順次健診を実権して、ー定期間をまとめて報告する場合は、『対象年j

の欄の( 月~ 月分)にその期聞を自記入すること.また この場合の健診年月日

は報告白に最も近い健診年月日を担入すること a

6 対象年Jの欄の(報告 回目)は、当核年の何回目の報告がを記入すること.

7 事業の種類j の欄は 白木標準産業分類の中分類によって記入するこど.

B 健康診断実施機関の名称及び所在地Jの欄は、健康診断を実路した機関が 2以上

あるときは、その各々について記入すること.

別表

コ ド 線源

10 医療用のエックス線装置

11 工業用等のエックス線装置で撮影用のもの

12 工業用等のエックス線装置で透視用のもの

13 工業用等のエックス線装置で分析用のもの

I!J- 工業用等のエックス線装置でその他のもの

15 荷電粒子を加速する装置

16 製造工程中のエックス線菅

17 製造工程中のケノトロン

18 医療用のガンマ線照射装置

Iq 工業用等のガンマ線照射装置

20 ガンマ線照射装置以外の放射性物質を装備している機器

21 放射性物質

22 原子炉

23 坑内におけるフドンガス

項 目 実施者数 有所見者数

男
ヘマトク 人 人
リット{直

女
人 人

男

日E
人 人

女
人 人

男

皮膚
人 人

女
人 人

9 在籍労働者数l、I従事労働者数J及ぴ f受診労働者数j の欄は、健診年月日現

在の人数を記入すること。なお、この場合、 「在籍労働者数Jは常時使用する労働
者数を 『従事労働者数j は放射線業務に常時従事する労働者数をそれぞれ記入す

ること。
10 有所見者数」の柵は、各健康診断項目の有所見者の合計ではなく、健康診断項

自のいずれかが有所見であった者の人数を毘入すること.
11 線躍の種類j の柵は、刻表を参照して、該当コードを全て混入し、 O内には具
体的内容(種類別)を記載すること，なお、 E妥当コードを記入特に記入しきれない
場合には、報告書を複数枚使用し、 2枚目以降の報告書については、該当コード及
び具体的内容のほか『労働保険番号J. r健診年月日J及び f事業場の名称Jの欄を
記入すること.

12 線量による区分は、今回の健康診断を行った目の属する年の前年 年間に受けた

線量によって行うこと.
13 産業医の氏名 jの欄及び「事業者職氏名jの欄l立、氏名を記載し、押印するこ

とに代えて、署名することができること.



• 
石綿健康診断結果報告書

• 
困回回目固

|回日目回目回目白回目!

“ 

‘ 

-・

労働保 口口口口口口口口口口口口口口口口口口 在籍労 人

険番号 働者数

事業場 事業の

の名称 種類

郵便番号(

事業場の

所在地
電話

π号 鉱 元骨 与 月 E 

対象年 ??口口口 t 月~月 健診年月日 7 : 'l'RI<口口口口口口口
健康診断実施

第二次健康診断 年 月 日
機関の名称

健康診断実施

機関の所在地

〉寸!
石業綿務コード 口口 石業綿務コード 口口 石業綿務コード 口口
具体的業務内容 具体的業務内容 具体的業務内容

従事労働者数 口口口口人 口口口口人 口口口白人
受診労働者数 口口口口人 口口口口人 口口口口人
上記のうち第二次健康診断

人 人 人
を要するとされた者の数

第二次健康診断受診者数 人 人 人

上記のうち有所見者数 口口口白人 口口口口人 口口口口人
疾病にかかっている 口口口口人 口口口口人 口口口口人と診断された者の数
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• 



様式第3号(第43条関係) (裏面)

備考

1 口口口で表示された枠(以下「記入枠j という。)に記入する文字は、光学的文字読取装置 (OCR)

で直接読み取りを行うので、この用紙は汚したり、穴をあけたり、必要以上に折り曲げたりしないこと。

2 記載すべき事項のない欄文は記入枠は、空欄のままとすること。

3 記入枠の部分は、必ず黒のボーノレベンを使用し、様式右上に記載された「標準字体」にならって、

枠からはみ出さないように大きめのアラビア数字で明瞭に記載すること。

4 f対象年j の欄は、報告対象とした健康診断の実施年を記入すること o

5 1年を通し順次健診を実施して、一定期間をまとめて報告する場合は、「対象年」の欄の(月~月

分)にその期間を記入すること。また、この場合の健診年月日は報告日に最も近い健診年月日を記入

すること。

6 対象年j の欄の(報告 回目)は、当該年の何回目の報告かを記入すること。

7 r事業の種類」の欄は、日本標準産業分類の中分類によって記入すること。

8 f健康診断実施機関の名称」及び「健康診断実施機関の所在地」の欄は、健康診断を実施した機関

が2以上あるときは、その各々について記入すること。

9 f在籍労働者数j 、 「従事労働者数j 及び「受診労働者数j の欄は、健康診断年月日現在の人数を記

入すること。なお、この場合、 「在籍労働者数」は常時使用する労働者数を、 「従事労働者数Jは別表

に掲切る石綿業務に常時従事する労働者数をそれぞれ記入すること。

10 f石綿業務の種別」の欄は、別表を参照して、該当コードを全て記入し、 ( )内には具体的業

務内容を記載すること。なお、該当コードを記入枠に記入しきれない場合には、報告書を複数枚使用

し、 2枚目以降の報告書については、該当コード及び具体的業務内容のほか「労働保険番号」、 「健診

年月日」及び「事業場の名称Jの欄を記入すること。

11 r産業医の氏名Jの欄及び「事業者職氏名」の欄は、氏名を記載し、押印することに代えて、署名

することができること。

別表

コード 石綿業務の内容

01 
アモサイト(これをその重量の0.1%を超えて含有する製剤その他の物を含む。)を製造

し、又は取り扱う業務

02 
クロシドライト(これをその重量の0.1%を超えて含有する製剤その他の物を含む。)を製

造し、又は取り扱う業務

10 
石綿(アモサイト及びクロシドライトを除く。) (これをその重量の0.1%を超えて含有す

る製剤その他の物を含む。)を製造し、又は取り扱う業務

石綿(これをその重量の0.1%を超えて含有する製剤その他の物を含む。)の製造又は取り

20 扱いに伴い石綿の粉じんを発散する場所における業務(コード01、02及び 10に掲げる業
務を除く。)



圃• 
口/口

口口口口口口口口口口口口口口口口口口
労働保 在籍労働者

険番号 ( 12月末日現在) 人
盟主亙到直到し呈皇~l 基幹番号 H 技番号 11後ー指事業場番号|

事業場 事業の

の名称 種 類

郵便番号(

事業場の

所在地
電話

元今 年

口 口口口口口口
対象期間 7 平さ口口口 健診年月日

7，平成
→ 

定期健康診断

実施機関の名称

定期健康診断

実施機関の所在地

粉じん作業従事労働者数(12月末日現在〉

粉じん
口口口

粉じん
口 口 口

粉じん
口口口

粉じん
口口口作業コード 作業コード 作業コード 作業コード

人 人 人 人

上記作業従

口口口口

上記作業従

口口口口

上記作業従

口口口口 論議口口口口事者働者数 事労働者数 事労働者数

本年中に実施したじん肺健康詰断実施者の延教 計((イ)-(=) ) 人

就業(法時(第イ憾7)康条診)断
(ロ)定期健康器断(法第8条) (ハ)定期外健w詰断(法第9呆)

離〈法職時第(9二健二条}康の診2断) 
計 第l号 第2号 第3号 第4号 計 "ゅ寸の-"フ倹…丑σ五蝿

口 口 口
A 
口口口 口口口 口口口 口口口 口口口 口口口 口口口

(* 1)粉じん作業従事労働者及び粉じん作業に従事したことがある労働者のじん肺管理区分別内訳 02月末日現在)

計 (イ) 有所見者数小計 (ロ) (ハ) (ー) 管理 3 ロ (ホ) 菅 理 4 
( (イ)-(ホ)) 管理 I ((ロ)-(ホ)) 管理 2 管理 3イ PR3 PR4(A、B PR4(C) F(++ その{也

人 人 人
口口口口 口口口 口口 口口 口口 口口 人

従来管理に理新4lたでとに決あ管定っ理たさ2労れ、働管者理で3、i 
(キ2)

百 管理2 管理3イ 管理3ロ

本文年!主中管 たもの

口口口

本年中に粉じん作業から他の

口口 口口 口口の数 作業に転換した労働者の数 人

i時泊局、菅妥時地に紛私2又じは州見右事越守実に3で従fJわ事2るさzもせゼ¢工た0ゐニ3総と他数のEあるE (* 3) じん肺管理区分が管理2Xは管理3である労働者で、じん肺法施行規則第 1条
各号に掲げる合併症により、本年中に療養を開始したものの数

人

1号口口 2号口口 3号口口 4号口口 5号口口 6号口口口口口口
計 人
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様式第8号(第37条関係) (裏面)
備考

1 口口口で表示された枠{以下「記入枠』というJ に毘入する文字は光学的文字

読取挨渥 (OCR)で直後続み取りを行うので、この用紙は汚したり、大をあけたり、

必要以上に折り曲げたりしないこと.

2 記捜すべき事項のない欄又は記入枠は 空欄のままとするこ>.

3 "入枠の部分i立、必ず暴のポールペシを使用し‘様式右上に記織された「様準

字体I にならって、枠からはみ出さないように太きめのアラピア数字で明瞭に記

載すること.

4 対象期間Iの欄位、報告対象とした俸を記入すること.

5 事業の 種 類Jの欄は、日本標準産業分類の中分類によって記入すること。

6 定期健康診断案鑑機関の名称」及び「定期健康官参院野実位機関の所在地j の欄除、

定期健康診断を実纏した機闘が 2以上あるときは その各々について記入すること.

7 在籍労働者数』の欄は 常時使用する労働者数を記入すること.

8 粉じん作業従事労働者数」の欄の粉じん作業コードは 別表を移照して 核

当コードを全て記入すること.なお‘核当コードを記入枠に肥入しきれない揚合

には、報告書を複数枚使用し 2枚目以降の報告書については、該当コードのほ

別委

コード 粉じん作業の内容

土石司岩石又"鉱物 I以下『鉱物等」という.)(湿潤な土石

010 を除くー}を掘削する場だ所における作業(コード 012に掲げ
る作業を除く. ) .た し、故に掲げる作業を除〈。

イ 抗外の、鉱物物等を程式により試す錐いする場所における作業場
ロ 屋外の、鉱 等を動力又，.亮般によらないで掘削する

所における作業

012 
ずい道等(ずい道及びたて坑以外の坑(採石怯(昭和 25年

法樟第291号}第z条に規定する岩石の採取のためのものを防

くー 1をいう。以下同じ。す )の内部の、ずい道等の趨設の 作
業のうち、鉱物等を掘削 る揖所における作業

020 
鉱物等(湿潤なものを除く. )を積載した軍の荷台を覆し

又は傾けることにより鉱物等{湿潤なものを除く J を積み
卸 す 場 所 に お け る作業{コード 030.032、OqO又は 180
に掲げる作業を除く白}

坑内の‘鉱物等を破砕し、粉砕し、ふるいわけ、積み込み

030 又は積み卸す場所における作業(コード 032に掲げる作業を除

く。) .ただし‘次 lご掲げる作業を除<. 
イ 湿潤な鉱物等を積み込み冒又，.積み卸す揚所における作葬
ロ 水の中で破砕し‘粉砕し司又はふるいわける場所にお付る

作 業
ハ 設備による注水をしなが，ふるいわける場所におげる作業

032 ずい道等の内部の、ずい道等の煙設の作業のうち、鉱物等

を積み込み‘又，.積み卸す場所における作業

坑内において鉱物等(湿潤なものけ牽をん除引 く. )を運搬する作O件。
業 b ただし、鉱物等を積載した軍を す る 機 関 亙 を 運 転す

る作業を除く。

050 坑内の、鉱物等 (湿潤なものを除〈ー)を充填し、又は岩
粉を散布する場所における作業{コード 052に掲げる作業を
除く. ) 

052 
ずい道等の内部の‘ずい道等の建陸の作業のうち.コンタ

日ート等を吹き付ける場所における作業

053 
坑内であって、コ ド010から 032まで、 05Q;s!.1ま

052に焼定する場所に近揺する場所において冒続じんが付
着 L.又はたい積した機根設備又，.電気設備を移設し、撤 去

し、点検し.又は補修する作業

060 岩石又は鉱物を按断し、彫り、又は仕上げする揚所におけ

る作業(コード 130に掲げる作業を除〈白) .ただし、'"

に掲げる作業を除く.

イ 火 炎 を 用 い て裁断し幅又は仕上げする揚所lこおける作業
ロ 設備による注水又は注油をしながら、裁断し、彫り、又口

仕上げする場所 に お け る 作 業

研磨材の吹き付けにより研磨し‘又，.研搭材を用いて動 力
070 により、岩右幅鉱物若しくは金属を研磨し幅若しく，.ばり取

りし、若しくは金属を論断する場所における作業(コード

060に掲げる作業を除<. ) .ただし.設備による注水又，.

誌柏をしながら‘研磨材を用いて動力により、岩石、鉱物若
しくは金属を研磨し幅若しくは iまり取りし、又は金属を説断
する場所における作 業 を 除 く 。

0&0 
量E物等、民棄を主成分とする原料{以下「民事腎原料粉j砕としい

う。)又はアルミエウムはくを動力により破砕し‘

又はふるいわける場所における作業 '0-ド03口、 150又
は IqOに掲げる作業を除く.) . た だ し 、 故 に 掲 げ る 作業
を除く d

イ ホ又，.柏の中で動力により破砕し‘粉砕し、又はふるい
分ける場所における作業

ロ 設備による注水又 I立法油をしながら、鉱物等又は炭素 原
科を動力によりふるいわける場所におげる作業

ハ 屋外の z 詮備による桂木又は注抽をしながら、鉱物等又

は炭謂原料を動力により破砕し、又は粉砕する場所におげ
る 作 業

か f労働保険番号』、 f鎗 珍 年 月 日 j及び『事実揚の名称j の欄を"入すること.

また、 『粉じん作業従事労働者数Jの欄の上記作業従事労働者数は 当該作業に

智時従事する労働者数を記入すること.

9 (* 1)柵において rP R 3J とは、エックス線写真の像が第 3型であるものを

いい、 rpR 4 (A， B)J をは、ヱァクス線写実の像が第 4型(じん腕による太陰

影の穴きさが 1胞の柿野め 3分の 1以下のものに限る. )をいい fPR4 (C)j 

tは、ヱックス線写真の像が第 4型(じん腕による大陰影の天きさがー側の肺野

の 3分の 1を超えるものに限る. )をいい、 rF (+ +) Jとは、じん蹄による著

しい肺機能の隊蓄があるものをいい、 fその他Jとは 昭和 53年 3月31目前に健

康管理の区分が管浬 4である止の決定を受けたものをいうこと.

10 (* 2)欄の「管湿2J、「管理 3イ j 及び『管理 3ロ』の欄は、作業転換時にお

けるじん腕管理区分により記入すること.

11 (* 3)柵は.本年中に療養を開始し、年内に治ゆした労働者を含めて記入する

こと.

12 産第医の氏名 j の欄及び「事業者職氏名 j の欄は 氏名を肥鎗し 押印する

ことに代えて、署名することができること。

コード 朝じん作業の内容

セメント、フライアッシュ又は粉状の留石、炭素原料若し。守O
くは炭素製品を乾頒し、袋詰めし‘積み込み、又 i立 積 み卸す

場業所にお 1; る作業"ード 030.032 ‘ 160~ は 180 に掲げる作
を怖く.)

100 粉状のアルミュウム又は酸化チタンを袋詰めする場所における博業

110 粉状の鉱石又は炭素原料を原料斗又い混O入てlまま材、しで料粉に状ヌど掲の陪しげ鉱て散る使石布作用す、費する物を製造 L、又は加工する工程にお 炭素原
料又はこれらを含む物を混合し、 る場所

におげる作業{コード 120から l 業を除

< • ) 

120 ガラス又はほうろうを製造する工程において、原料を混合する
場所における作苦言文は原料若し〈は調合物を溶解炉に投げ入れる
作業，ただし、水の中で原料を温合する場所における作棋を除く圃

lヨ0 陶 磁 器 、 耐 火 物 、 け い そ う 土 良 品 又 ， . 研 磨 材 を 製 造 する工

起において‘原料を混製合し、若しくは成形し、原料若し 〈は
車製品を乾煉し、半 品を台軍に積み込み、若しくは半製品

若しくは製品を台草から積み卸し冒仕上げし、若 Lく，.荷造
り する場所における作業又はかまの内部に立ち入る作業.ただ

し、扶に掲げる作業を除く.

イ 陶磁器を製造する工程において、原料を流し込み成形し、
半製品を生仕上げし幅又は型地晶を荷造りする場所における

作業
ロ ホの中で原料を混合する場所におりる作業

'"0 
炭素製品を製造する工程において‘炭素原料を混合し、若

しくは成形し、半製品を炉詰めし、又は半製品若しくは製品

を炉出しし、若しく，.仕上げする場所における作業。ただし、
水の中で原料を混合する場所における作業を除く，

150 砂型を用いて餌軌を担造する工程において、砂型を壊し、

砂落としし、砂を再生 L司砂を担練し、又，.鋳ばり等を叩lり
取る場所における作業(コード 070に掲げる作業を除<. )ー
ただし、股備による桂木若しくは注油をしながら冒又，.水若
しく同摘の中で、砂を再生する場所における作業を除〈。

鉱物等(湿潤なものを除く. )を運搬する船舶の船倉内 で160 
鉱物等(湿潤なものを除く. ) を か き 落 と し 、 又 は か き集め

る作業

170 金 属 そ の 他 無 機 物 を 製 綿 し 、 文l立溶融する工程において‘

土右又，.鉱物を開放炉に投げ入れ.焼結し、揚出しし.又は

崎込みする場所におげる作業ーただし幅転炉除かち揚出しし、
又，.金型に鋳込みする場所における作業を く，

180 粉状の鉱物を燃焼する工程又 I立金属その他無機物を製鯨し、

若し".搭融する工程において、炉、煙道、埋突等に付集着し、
若しくはたい摘した鉱さい又は灰をかき落とし、かき め、

積み込み‘積み卸し、又lま容器に入れる場所にお付る作 業

'"0 耐火物を周いてかま‘炉等を築造し、若しくは修理しー文
同 耐 火 軌 を 用 い た か ま 、 炉 等 を 解 体 し 、 若 L<は破砕する作

業

200 屋内、坑内又はタン夕、船舶主管.宜問等の内部において、

金属を摺断 L. アーク溶接し、又はアークを用いてガタジン
グする作業

210 金属を溶射する場所における作業

220 t告土の付着した高L、電を〈庫b入れし、〈車， 出しし、遺"J網整し.

又，.製織する場所 おける作業

長大ずい道(著しく長いずい道であって‘車生労働大臣が
230 指定するものをいう. )の内部の、ホッパー亙からパラスト

を取り釘1L、又はマルチプルタイタンパーにより道床をつき
固める場所における作業

右綿をときほぐし、合剤し、紡績し‘紡織 L.吹き付けし、
2斗O 積み込み‘若しくは積み卸し、又は右綿製品を積層し、 縫 い

合わせ、切断し、研磨し、仕上げし、若しく品包装する 場 所
における作業



• 指導勧奨による特殊健康診断結果報告書

回目回目回目囚回目白

圃

圏回国回目
ベーーγ~ー 総ぺジ

口口/口口
労働保 口口口口口口口口口口口口口口口口口口 在籍労

険番号 働者数
人

LJ!l'呈」匪到し主盤.-Jl 基盤重量 H 盈重量 IU宜一盤事墨豊重量|

事業場 事業の
の名称 種類

郵便番号(

事業場の

所在地 電話

対象年 7ザ口口口(月~月分)(報告回 健診年月日 7?白口o口白口口 l

健康診断実施
機関 の名 称

健康診断実施
第二次健康診断 年 月 日

機 関 所 在 地

Tぞ! 口口 糊コード 口口 口口
ーーーーー------------------ーーーーー“特ーーーー 戸ーーーーーーーーーーーー-----ーーーー-----------ーーーーーー--ーーーーーーーーーーーーーーーーーー品"ーーーーーー------ーーーー・ーーーーー.
具併甘業務内容 具体的業務内容 具体的業務内容

従事労働者数 口口口口人 口口口白人 口口口口人
受診者数 口口口白人 口口口口人 口口口口人第一次

健康診断 上記のうち 口口口口人 口口口白人 口口口白人有所見者数

第三次 対象者数 人 人 人
健康診断 受診者数 人 人 人

健 管理A該当者 人 人 人
康

口口口口人 口口口口人 口口口口人管 管理B該当者
理

区 口口口口人 口口口口人 口口口口人分 管理C該当者

産 氏名 @ 

業
所名属称及医擦む新機在関町地医

¥

、

、

/

ノ

¥

/

'

 

印

/

一

付

一

/

受

¥

/

¥

 

@ 

日

事業者職氏名

労働基準監督署長殿

月年

圃



指導勧畢による輯殊瞳康瞳断結果報告書入力(裏面)

備考

7 事業の種顕」の欄は、日本標準産業分額の中分類によって記入するこ
と。

1 口口口で記入された枠(以下「記入枠Jという。)に記入する文字は、
光学的文字続取装置 (OCR)で直接読み取りを行うので、揮したり、
穴をあけた旬、必要以上に折り曲げたりしないこと。

8 憧康器断実施機関町名称及び所在地jの欄は、健康器断を実鑑した揖
調が 2以上あるときは、その各々について記入すること.

9 在籍古冊者離jBtび『従事肯働者数jの欄並びに f第一次憧康器断j

の欄の受診者離は、瞳器年月日現在の人離を記入すること。なお、この
場合、 「在籍労働者数」は常時使用する労働者数を、 「従事労働者数J

は別表に掲げる業務に常時従事する労働者数をそれぞれ記入すること。

2 記載すべき事項のない欄又は記入枠は、空欄のままとすること.
3 記入枠の部分は、必ず黒のポールベンを住用し、樺式右上に記載された

f標準字体Iにならって、枠からはみ出さないように大きめのアラピア
数字で明りように記載するこ左。 10 業務の種別」の欄は、別表を参照して、該当コードをすべて記入し、

4 対象年」の摘は、報告対象どした睡康診断の実結年を記入すること.
5 年を過し順次睡診を実施して、一定期聞をまとめて報告する場合は、

「対象年Jの欄の( 月~ 月分)にその期聞を記入すること。また、
この場合の憧診年月日は報告白に最も近い瞳診年月日を但入すること.

( )内には具体的業務内容を記載すること。なお、コードに*を付し
たものについては第二故障康診断及び瞳康管理区分捕を空欄とするιと.
また、語当コードを記入枠10記入しきれない場合には、報告書を檀数枚
使用し、 2枚目以降の報告書については、謀当コード且v'具体的翼連覇内
容のほか「労骨保険番号I、 「健診年月日」及び『事業場の名称」の欄
を記入すること。

6 対象年」の欄の{報告 回目)は、当詰年の何回目の報告かを記入す
ること。

別表

コード

01ホ

02* 

03* 

0'げ

05* 

06本

07 

03キ

Oq 

10キ

11 

12 

13 

1I↓ 

15 

16* 

17 

13* 

Iq本

20* 

21* 

22* 

23 

2斗

25* 

26キ

27* 

2q* 

30* 

11 産業医の氏名Jの欄及び「事業者職氏名Iの欄は、氏名を記載し、押
印することに代えて、署名することができる。

業 務 の 内 金出T 

紫外線・赤外線にさらされる業務

著しい騒音を発生する屋内作業場などにおける騒音作業

マンガン化合物(塩基性酸化マンガンに限る。)を取り扱う業務、又はそのガス、蒸気若しくは粉じんを発散する場所に

おける業務

黄りんを取り扱う業務、又はりんの化合物のガス、蒸気若しくは粉じんを発散する場所における業務

有機りん剤を取り扱う業務又は、そのガス、蒸気若Lくは粉じんを発散する場所における業務

亜硫酸ガスを発散する場所における業務

三硫化炭素を取り扱う業務又は、そのガスを発散する場所における業務(有機溶剤業務に係るものを除く。)

ベンゼンのニトロアミド化合物を取り扱う業務又はそれらのガス、蒸気若Lくは粉じんを発散する場所における業務

脂肪族の塩化又は臭化化合物(有機溶剤として法規に規定されているものを除く。)を取り扱う業務又はそれらのガス、

蒸気若しくは粉じんを発散する場所における業務

批素化合物(アノレシン又は枇化ガロヲムに限る。)を取り扱う業務又はそのガス、蒸気若Lくは粉じんを発散する場所

における業務

フェ=ノレ水銀化合物を取り扱う業務又はそのガス、蒸気若Lくは紛じんを発散する場所における業務

アノレキノレ水銀化合物(アノレキノレ基がメチル基又はエチノレ基であるものを除く。)を取り扱う業務又はそのガス、蒸気若

しくは粉じんを発散する場所における業務

クロノレナフタリンを取り扱う業務又はそのガス、蒸気若しくは粉じんを発散する場所における業務

校棄を取り扱う業務又はそのガス、蒸気若しくは粉じんを発散する場所における業務

米杉、ネズコ、リョウプ又はフヲンの粉じん等を発散する場所における業務

超音波溶着機を取り扱う業務

メチレンジフェニノレイソシアネート 1M.D. [)を取り扱う業務又はこのガス若しくは蒸気を発散する場所における業務

フェザーミノレ等飼肥料製造工程における業務

クロノレプロマジン等フェノチアジン系薬剤を取り扱う業務

キーパンチャーの業務

都市ガス配管工事業務[一酸化炭素)

地下駐車場における業務(排気ガス)

チェーンソー使用による身体に著しい振動を与える業務

チェーンソー以外の振動工具(さく岩機、チッピングハンマ一、スインググフインダ一等)の取り扱いの業務

重量物取扱い作業、介護作業等腰部に著しい負担のかかる作業

金銭登録の業務

引金付工具を取り扱う作業

VDT宇業

レーザー機器を取扱う業務又はレーザー光線にさらされるおそれのある業務
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